
安全教育を行いました        

１１月３０日（水）に５，６年生を対象として安全教育を行いました。今 

回、講師を務めてくれたのは愛川中原中学校の生徒会本部の皆さんです。全 

員、事前に神奈川県警察本部によるサイバー犯罪防止ボランティアの養成講 

座を受講して講師の認定証を取得したそうです。ＳＮＳにおける誤解を受け 

やすい文章を例示して相手の立場に立った丁寧な文章の大切さや、画像や映 

像を載せる場合には周りに写っているものから場所を特定される危険性があ 

ることなどをとてもわかりやすく説明してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日日是好日 

                                 高峰小学校長 井上真彰 

 明けましておめでとうございます。行動制限のない３年ぶりの年末年始をご家族でお楽しみ

いただけましたでしょうか。高峰小学校は本日から３学期が始まります。 

２学期の終わり頃、小声であれば給食時の会話は可能とする文部科学省の見解がニュースに

なりました。とても喜んだのですが、翌日の新聞を見てがっかりしました。政府の基本的対処

方針から飲食は黙食を基本との記述が削除されたことを受けて、文部科学省としては従前から
．．．．

給食時の
．．．．

黙食
．．

を求めていない
．．．．．．．

ことを改めて確認する通知を出しただけだったのです。したがっ

て、衛生管理マニュアル※１には今も給食が感染リスクの高い活動と指摘されたままになってお

り、飛沫を飛ばさないように ①机を向かい合わせにしない ②大声での会話を控える とい

った対応が必要とする文言はそのまま残っています。つまり、これからも給食の時間は授業中

と同じように前を向いたままなのに、小声なら周りと話しながら食べてよいとなったのです。

これでは離れている周囲と話すためにだんだんと声が大きくなるだろうことは容易に予想がつ

きます。決して向かい合わせの食事や会話そのものが悪いのではありません。口から出る飛沫

が相手に届かないようにするためであり、あくまでもコロナ禍における臨時的な措置です。 

本校の１，２年生は２０人を下回っており、まだ身体も小さいので教室の広さに充分な余裕

があります。ですから、例えば机を大きな円を描くように並べて表情が見える状態で食べても

正面はもちろん左右も十分に間隔が空きます。３年生以上も多目的室やランチルーム等の広い

部屋を使用すれば顔を合わせながらも間隔を空けた机の配置は可能です。 

自分たちの為に調理された愛情こもった給食を自分たちで配膳し、同じ部屋で挨拶とともに

一緒に食べ、挨拶とともにみんなで片付ける。この経験に勝る食育はありません。ですが、全

員が黙って同じ方向を向いて前の人の背中を見ながらの喫食では孤食※２と同じです。今後、高

峰小学校は社会情勢を注視しつつ、効果的な食育に少しでも近づけるために、会話は控えなが

らも「お互い顔を合わせながら食べる」給食の実現に向けて取組を始めてまいります。 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

※１【衛生管理マニュアル】文部科学省が発行している「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニ 

ュアル～「学校の新しい生活様式」～」のこと。現在 Ver.8 まである。 

※２【孤食】ひとりで食事すること。好き嫌いを増やす原因になりやすい。コミュニケーションが不足する結果、社会性や 

協調性のない人間に育ってしまう恐れがある。 
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オンラインミーティングを行いました 

 １２月１３日（火）に愛川町の小野沢豊町長と６年生がオンラインによる 

ミーティングを行いました。小野沢町長は、コロナ禍前までは毎年計画的に 

町立全小中学校を訪問され、児童・生徒と一緒に給食を食べながらふれあい 

を深めていました。今回、オンライン形式で３年ぶりに再開したものです。 

子どもたちからの「町長さんになって大変なことは何ですか」との素朴な質 

問にも「大変なことは誰にもあると思います。大切なことはいつも元気に前 

を向いて一生懸命頑張ることです。皆さんも一生懸命頑張ってくださいね」 

と子どもたちへのエールを交えてお答えいただきました。 

２月の主な行事予定 

２日（木）授業参観・懇談会（1,2,3 年） 
３日（金）委員会活動 
７日（火）朝会・なわとび大会 

３年クラブ見学 
９日（木）代表委員会・ギュッと day 

１０日（金）６年思い出遠足 
１４日（火）児童朝会・６年体験入学 
１７日（金）授業参観・懇談会（4,5,6 年） 
２１日（火）学校運営協議会 
２４日（金）クラブ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

２学期の終業式を行いました 

 周辺の学校では新型コロナウイルス感染症や季節性インフルエンザによる 

学級閉鎖が出始める中、おかげさまで１２月２３日（金）に２学期の終業式 

を体育館で行うことができました。今回は児童代表の言葉を２年生が務め、 

九九を頑張ったことなどを交えて立派に発表することができました。子ども 

たちは児童指導担当による冬休みの過ごし方をしっかり聞いて教室に戻ると、 

いよいよ担任の先生から「あゆみ」（通信簿のこと）が手渡されます。一人一 

人呼ばれて神妙な面持ちで話を聞きながら受け取っていました。 

お知らせ 
●ＰＴＡ広報委員会により撮影された「みねっ子

フェスティバル(Ｒ）」の写真が音楽室前に掲示

してあります。課業時間内であれば自由にご覧

いただけますので、ぜひご来校ください。 

紙漉きを行いました 

 本校の卒業証書は卒業生が自ら漉いた愛川町伝統の海底和紙（おぞこうわ 

し）を用います。１２月１６日（金）に半原にある愛川繊維会館（レインボ 

ープラザ）で６年生が紙漉きを行いました。漉き舟に貯めた水の中に溶けて 

いる和紙の原料となるコウゾの繊維は、そのままでは水の中で均一に拡がら 

ず、すぐに沈んでしまい漉いても地合の悪い紙になってしまいます。そこで 

均一に拡げる増粘安定剤の役目をするトロロアオイの根の抽出物（ねり）を 

加えます。これがとても温度の上昇に敏感で、１５℃前後で粘度がなくなり 

ます。そのため、冬期に屋外で冷水を貯めた舟に手で簀桁を何度も沈める作 

業となりますが、自分の卒業証書になるのですから手を抜くわけにはいきま 

せん。気温計が２℃を示す中、凍えながらも納得いくまで作業を繰り返し、 

自らの卒業証書となる校章の透かしが入った立派な和紙を完成させました。 


